
の秘密-グリム童話を考える@-

子寿野大

「いばら姫」

グ
リ
ム
兄
弟
(
兄
ヤ
1
コ
プ
、
弟
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
)
が
収
集
刊
行
し
た
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル

ヒ
エ
ン
集
』
(
同
日
E
2
E
Cロ
仏
国
き
ω
白
川
町
各
自
)
第
五
O
番
目
の
お
話
は
、
「
い
ば
ら
姫
」
で
あ
る
。
賢
女
の

魔
法
ゆ
え
糸
紡
ぎ
の
錘
に
刺
さ
れ
、
一

O
O
年
の
不
思
議
な
眠
り
に
落
ち
た
主
人
公
「
い
ば
ら
姫
」
は
、
ち

ょ
う
ど
一

O
O
年
後
、
勇
敢
な
王
子
の
キ
ス
で
目
覚
め
る
。
「
い
ば
ら
姫
」
の
ド
イ
ツ
語
原
語
口
0
5
5
R
V
S

を
正
確
に
訳
す
と
、
「
腕
蓄
積
ち
ゃ
ん
」
と
で
も
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
語
の
「
い
ば
ら
」
に
は
、
①

蓄
積
等
の
腕
を
伴
っ
た
低
濃
木
を
指
す
場
合
と
、
②
植
物
の
材
料
そ
の
も
の
を
指
す
場
合
と
あ
る
の
で
少
々
や

や
こ
し
い
が
、
こ
こ
は
前
者
の
意
味
と
な
る
。
「
野
ば
ら
姫
」
と
訳
す
人
も
い
る
が
、
こ
こ
で
は
イ
メ
ー
ジ
の

混
乱
も
楽
し
み
つ
つ
、
「
茨
(
腕
)
を
伴
っ
た
蕃
破
」
と
い
う
花
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
伴
う
場
合
は
「
い
ば
ら
」

と
記
L
、
「
茨
(
腕
)
そ
の
も
の
」
あ
る
い
は
「
茨
(
腕
)
を
伴
っ
た
茎
や
蔓
」
の
場
合
に
は
「
茨
」
と
記
す

こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
こ
の
「
い
ば
ら
姫
」
の
お
話
、
比
較
民
話
学
上
は
、

A
T
四一

O
番
「
眠
れ
る
美
女
」
型
に
属
す

る
。
こ
の

A
T
四一

O
型
の
類
話
に
は
他
に
も
、
ベ
ロ

l
の
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
(
下
ω
ぴ
巴

-
σ
m
E
σ
。
ぽ

号

S
E
)
や
、
パ
ジ
l
レ
の
「
太
陽
と
月
と
タ
l
リ
ア
」

(ω

。F
E
E
O
足
芯
)
等
が
あ
り
、
「
魔
法
の

眠
り
」
が
、
共
通
か
つ
重
要
な
モ
テ
ィ

l
フ
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
「
眠
り
」
に
不
可
欠
な
の
が
、

植
物
に
よ
る
日
常
世
界
か
ら
の
遮
断
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
ロ

l
版
や
イ
タ
リ
ア
の
パ
ジ

1
レ
版
で
は
、

「
森
」
と
い
う
不
気
味
な
植
生
空
間
が
「
眠
り
」
の
場
と
し
て
登
場
す
る
が
、
ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム
童
話
で
は
、

「
茨
の
生
垣
」
が
み
る
み
る
生
長
し
、
「
魔
法
の
眠
り
」
の
空
間
を
形
成
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
グ
リ
ム
版

で
は
な
ぜ
「
茨
の
生
垣
」
な
の
か
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

グ
リ
ム
兄
弟
は
、
「
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
』
の
第
一
巻
第
二
巻
に
は
お
話
を
集
録
し
、

第
一
二
巻
を
注
釈
書
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
「
い
ば
ら
姫
」
の
注
釈
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

(133) 2 

「
茨
の
防
壁
に
固
ま
れ
た
城
の
中
で
、
真
の
王
子
1

1
茨
が
彼
に
道
を
開
け
る
ー
か
ら
救
わ
れ
る
ま
で

眠
る
乙
女
は
、
ジ
l
グ
ル
ト
の
み
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
炎
の
防
壁
に
固
ま
れ
て
眠
る
、
古
代
北

欧
伝
説
の
あ
の
〈
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ト
〉
な
の
で
あ
る
。
乙
女
を
刺
し
眠
ら
せ
る
あ
の
錘
は
、
オ
I
デ
イ

ン
が
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ト
を
刺
し
た
〈
眠
り
の
茨
〉
で
あ
る
。
」



ザバブルク城
ドイツ・カッセル近郊のラインハル

トの森に位置する14世紀の古城。現在

は、「いばら姫jゆかりの城として(後

付けであるが)、メルヘン街道上のロマ

ンティックな古城ホテルとなっている。

ところどころ蔦で覆われた壁には、「い

ばら姫」のモチ}フ・アートがいくつ

も飾られている。「いばら姫Jという名

の蕃薮でも有名。

北
欧
・
ゲ
ル
マ
ン
神
話
に
お
い
て
、
そ
の
最
高
神
オ
l
デ
イ
ン
(
ヴ
ォ

l
ダ
ン
)
の
命
を
受
け
、
戦
死
者

の
魂
を
黄
金
の
宮
殿
ヴ
ア
ル
ハ
ラ
へ
と
誘
う
ヴ
ア
ル
キ
ュ

l
レ
の
一
人
ブ
リ
ユ
ン
ヒ
ル
ト
(
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル

デ
)
の
「
眠
り
」
の
場
面
と
、
「
い
ば
ら
姫
」
の
「
魔
法
の
眠
り
」
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
伝
承

文
芸
で
あ
る
メ
ル
ヒ
ェ
ン
や
伝
説
が
、
古
代
の
神
話
を
源
泉
と
し
て
い
る
と
い
う
、
グ
リ
ム
兄
弟
ら
し
い
見

解
で
あ
る
。
ま
た
、
先
の
イ
タ
リ
ア
語
(
ナ
ポ
リ
方
言
)
で
書
か
れ
た
パ
ジ
l
レ
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
集
は
、
一

八
四
六
年
に
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
兄
ヤ
l
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
序
文
に
、

以
下
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

(撮影筆者)

「
[
前
略
]
と
い
う
の
も
、
い
ば
ら
(
ロ
ミ
R
S
O
)
|
i
あ
る
い
は
眠
り
の
蓄
被
(
印
。
臣
民
弓
ω
ゆ
)
、
眠

り
ク
ン
ツ

(
W
E丘町
E
N
)
|
!と
い
う
名
は
、
あ
の
〈
眠
り
の
茨
〉

(
P
E民民
05)
を
す
ぐ
に
連
想
さ

せ
る
。
そ
の
眠
り
の
茨
で
オ
l
デ
ィ
ン
は
、
ヴ
ア
ル
キ
ュ

l
レ
の
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ト
を
刺
し
て
眠
ら
せ

た
[
中
略
]
。
彼
女
は
鎧
と
兜
に
身
を
包
み
、
〈
炎
〉
に
固
ま
れ
、
何
者
を
も
寄
せ
つ
け
な
い
ヒ
ン
ダ
ル
・

フ
ィ
ア
ル
と
い
う
広
間
に
眠
る
の
で
あ
る
よ

3 (132) 

こ
の
よ
う
に
「
魔
法
の
眠
り
」
を
め
ぐ
る
諸
モ
テ
ィ

l
フ
の
、
北
欧
・
ゲ
ル
マ
ン
神
話
『
エ
ッ
ダ
」
か
ら

の
影
響
を
指
摘
す
る
グ
リ
ム
兄
弟
で
は
あ
る
が
、
「
い
ば
ら
姫
」
そ
の
も
の
が
、
生
粋
の
ド
イ
ツ
民
話
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
と
い
う
の
も
、
「
い
ば
ら
姫
」
の
原
稿
(
エ

1
レ
ン
ベ
ル
ク
稿
、
一
八
一

O

年
)
の
末
尾
に
は
、
「
こ
れ
は
ペ
ロ

l
の
眠
れ
る
森
の
美
女
か
ら
完
全
に
由
来
す
る
(
ま
た
は
移
さ
れ
た
)
よ

う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
、
ヤ
l
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
書
き
込
み
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
も
グ
リ
ム
兄
弟

は
、
「
眠
れ
る
美
女
」
型
の
お
話
す
べ
て
を
ゲ
ル
マ
ン
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
発
祥
と
い
い
た
い
の
で
は
な
く
、
こ

の
「
眠
り
」
の
モ
テ
ィ

l
フ
と
、
森
で
も
林
で
も
な
い
ほ
か
な
ら
ぬ
「
茨
の
生
垣
L

と
の
関
連
性
に
お
い
ぺ

北
欧
・
ゲ
ル
マ
ン
神
話
の
ブ
リ
ユ
ン
ヒ
ル
ト
の
逸
話
と
の
深
い
繋
が
り
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

グ
リ
ム
兄
弟
が
収
集
し
た
「
い
ば
ら
姫
」
の
「
不
思
議
な
眠
り
」
が
「
茨
の
生
垣
」
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
理
由
、
あ
る
い
は
「
茨
の
生
垣
」
の
中
で
「
い
ば
ら
姫
」
を
眠
ら
せ
た
か
っ
た
理
由
は
ど
う
も
、

こ
の
あ
た
り
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
兄
の
ヤ
l
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
、
自
身
の
神
話
研
究
書
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
(
一
八
三
五
年
)
に
お



(
撮
影
筆
者
)

い
て
、
「
オ
l
デ
イ
ン
が
〈
眠
り
の
茨
〉
で
、
ヴ
ア
ル
キ
ュ

l
レ
の
一
人
を
服
の
上
か
ら
刺
す
」
行
為
と
、
「
い

ば
ら
姫
が
錘
で
指
を
刺
し
、
死
の
眠
り
へ
と
落
ち
て
い
く
」
様
子
と
の
類
縁
性
を
強
調
し
て
い
る
。
い
ば
ら

姫
の
一

O
O年
の
「
担
り
」
が
、
「
死
」
に
も
等
し
い
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一

O
O年
眠
る
「
い
ば

ら
姫
」
と
一
時
的
に
死
に
至
る
「
白
雪
姫
」
と
の
関
連
性
を
、
比
較
民
話
学
の
観
点
か
ら
指
摘
す
る
研
究
も

あ
る
。
ま
た
、
北
欧
英
雄
伝
説
『
ヴ
オ
ル
ス
ン
ガ
・
サ
ガ
」
で
は
、
楯
の
垣
根
に
守
ら
れ
て
眠
る
ブ
リ
ユ
ン

ヒ
ル
ト
で
あ
る
が
、
「
エ
ツ
ダ
」
で
は
、
「
炎
の
壁
」
に
守
ら
れ
て
死
の
眠
り
に
つ
く
。
ヴ
ア
ル
キ
ュ

i
レ
の

火
焔
と
い
え
ば
、
剣
の
象
徴
表
現
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
槍
、
炎
、
剣
、
樹
木
と
い
っ
た
「
生
垣
」
や
「
森
」

が
、
「
死
」
に
等
し
い
「
眠
り
」
を
保
護
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
部
が
「
死
」
の
領
域
で
あ
る

と
も
い
え
は
す
る
。
と
こ
ろ
が
ベ
ロ

l
版
と
パ
ジ
l
レ
版
で
は
、
主
人
公
の
眠
る
「
森
」
の
内
部
は
、
同
時

に
「
出
産
」
の
場
に
も
な
る
の
だ
。
グ
リ
ム
版
「
い
ば
ら
姫
」
に
は
残
念
な
が
ら
、
「
眠
れ
る
美
女
」
型
メ
ル

ヒ
ェ
ン
群
の
第
二
部
の
幕
開
け
と
も
見
な
し
う
る
、
「
出
産
」
の
場
面
そ
の
も
の
が
な
い
。
主
人
公
は
、
自
ら

蘇
生
し
目
覚
め
は
す
る
も
の
の
、
次
の
命
を
生
み
出
す
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
森
」
と
「
茨
の
生
越
」
の

機
能
的
な
違
い
を
強
い
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
出
産
の
場
た
り
え
た
か
否
か
は
重
要
だ
。
ブ
リ
ユ
ン
ヒ

ル
ト
の
「
炎
の
壁
」
に
遡
り
う
る
「
茨
の
生
垣
」
の
な
か
で
、
「
い
ば
ら
姫
」
が
も
し
出
産
を
し
て
い
た
と
し

た
ら
、
此
花
昨
夜
姫
の
「
火
中
出
産
」
と
の
比
較
等
も
興
味
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(131) -4-

{
追
記
}
本
稿
は
、
拙
論
「
「
い
ば
ら
姫
」
に
お
け
る
魔
法
の
眠
り
と
時
間
の
喪
失
|
グ
リ
ム
兄
弟
の
文
献
学
的
観
点
か
ら
」
(
二

0
0
七
年
、
梅
内
幸
信
編
「
グ
リ
ム
・
メ
ル
ヒ
ェ
ン
研
究
ー
そ
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
日
本
独
文
学
会
研
究
叢
書
O
五
O
号、

四
一
五
頁
)
の
一
部
に
加
筆
を
施
し
、
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
新
た
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
東
洋
通
信
』
の
「
オ
ア

シ
ス
」
に
随
時
掲
載
し
て
き
た
「
グ
リ
ム
童
話
を
考
え
る
」
シ
リ
ー
ズ
の
続
き
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

注1 

第
一
版
は
一
八
一
一
一
年
(
第
一
巻
)
と
一
八
一
五
年
(
第
二
巻
)
に
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
八
一
九
年
に
第
二
瓶
、
一
八

三
七
年
に
第
三
版
、
一
八
四
O
年
に
第
四
版
、
一
八
四
三
年
に
第
五
版
、
一
八
五
O
年
に
第
六
版
、
一
八
五
七
年
に
第
七
版
(
グ

リ
ム
兄
弟
生
前
の
最
終
決
定
版
)
が
刊
行
さ
れ
る
。

第
一
版
で
は
「
妖
精
」
が
王
女
の
誕
生
に
招
待
さ
れ
る
が
、
第
二
版
か
ら
は
「
賢
女
」
と
な
っ
て
い
る
。

2 



3 

こ
の

A
T
と
は
、
ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ
(
〉
巳
丘
〉
同
ロ
白
)
と
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
首
位
任
、
H，
F
0
5
0
8
p
)
の
頭
文
字

の
A
と

T
で
あ
り
、
彼
ら
の
『
民
話
の
話
型
』
(
叶
ぽ
吋
3
2
0同
pm
旬
。
日
付
片
山
町
)
の
話
型
分
類
番
号
に
添
え
ら
れ
る
。
ハ
ン
ス

H

ヨ
エ
ル
ク
・
ウ

l
タ
l
(回
目
的
自
百
円
ぬ

d
任

R)
に
よ
り
二

O
O
四
年
に
改
訂
版
が
出
さ
れ
、

A
T
に
ウ

l
タ
l
の
U
を
付
け

て、

A
T
U
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。

4 

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ

l

「
過
ぎ
し
日
の
物
語
あ
る
い
は
メ
ル
ヒ
ェ
ン
、
教
訓
付
き
」
(
一
六
九
五
九
七
年
)
集
録
。

5 

ジ
ヤ
ン
パ
テ
ィ
ス
タ
・
パ
ジ

l
レ
『
ペ
ン
タ
メ
ロ

l
ネ
(
五
日
物
語
)
メ
ル
ヒ
エ
ン
の
中
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
』
(
一
六
三
四
|

三
六
年
)
集
録
。

国
HO島
町
吋
の
は
日
B
H
関山口門凶
m
H
S
Cロ
仏
国
同
5
8川町円
V巾
HH・切門戸
ω・
(HENN・)の
O
E口
官
九
回
∞
印
。
・

2
同門
VMH白
骨
-
F
F
a
m
-
〈
・
間
企
ロ
N

6 
H
S
F
W巾・
ω宮
汁
け
何
時
什

5
2・
ω・由寸・
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7 

T
n
oぴ
の
江
田
思
い

]
)
m
H
H
U
B
S
B
m
H
O口
問
。
色
町
吋
口
問
的
包
帥
H
n
F
B
〉ロ巾
H
Y向
貯
-
n
Zロ
〈
。
ロ
由
民
ロ

g
a
a同
切
g

r・
〉
戸
白
骨
B

z
g
u
oロ同信弘印門町ー巾
HHdσmH可白血州巾
HH40口
司
叩
ロ
H
H
W
σ
H
m
s
-
F
Z
m
σ
印同

mLHHR
〈

OHH包ー巾
40ロト「出
noσ
の片山
BHHYHHHい』同円。
σ
のユ
g
g
-

内}巾山
HHmwH一叩
ω円同旦片付開ロ・
HW門戸∞・(切
21ロロ]{∞
Ghp)Z同
nF-m巾門町・・出口仏
g
H
H
a
B
H山V

A

山印・

ω-HC印・

国
民
ロ

NE--岳
町
(
伺
説
明
)
日
目
巾
荏
2
5
富
山
門
n
v
g
g
g
H
H
H
Eロ
向
島
町
同
切
吋
民
向
。
H
5
5・
ωuBOH)印
叩
仏
m
H
H
H
S門
目
的
岳
民
同
巾
ロ

-5-

8 9 
d
H片目的印
g
m
g口
出

5

5門Z
R
H
W
B
E
E
n
w
m
〈
O
H
H
E
H
N・。
g
p
s
出

国

ω・
5
∞・

ち
な
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